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2021 年は新型コロナウイルス感染症のパンデミックが 2020 年に引き続き社

会全体、大学教育への影響を強く与えた１年となりました。その中で茨城大学工

学部技術部はコロナ禍中・後の高等教育・研究体制の維持・確立を念頭に活動を

続けております。特に感染に留意しつつ、実験・実習等の対面授業や研究の支援

を行っております。また、業務可視化・効率化やスタッフ・デベロップメントを

通して、各自の業務の改善も図っており、工学技術のエキスパートとして日々研

鑽を積みつつ、大学の各種業務の支援活動を実行しております。その活動の一部

を本技術部報告集にまとめさせていただきました。今回は政府のカーボンニュ

ートラル宣言に伴い、金野満副学長に特別講演をお願いすると共に、原子間力顕

微鏡に関する技術発表や、コロナ禍における実験実施報告、依頼加工業務の進め

方報告を行い、最新の技術、教育・研究支援方法の共有も行わせていただきまし

た。茨城大学工学部技術部の活動のご理解の一助となれば幸いです。本技術部は

今後とも茨城大学工学部の教育・研究に貢献できるよう努力する所存ですので、

何卒、ご理解、ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 



令和 3 年度技術部報告集発行にあたって 

総括技術長 伊佐治 進 

茨城大工学部令和 3 年度技術部報告集にあたりひとことご挨拶させて頂きます。令和 2
年度に引き続きコロナ禍の中での技術部の活動となりましたが、あらゆる面でコロナ感染

対応策に留意した 1 年になりました。第 23 回茨城大学工学部技術部研修報告会はオンラ

イン開催となりましたが、研修委員の努力により無事開催することが出来ました。本研修

報告集は、コロナ禍の中で開催された技術部研修報告会ならびに技術部の活動の一部をま

とめたものです。各技術職員の日頃の努力に敬意を表しますとともに、茨城大学の多くの

教職員の皆様のご支援に感謝申し上げます。 

平成 10 年度に第 1 回技術発表会が開催され、同時に技術発表報告集が発行されました。 

それ以来技術報告会および報告集の発行は現在も継続しております。 

技術部の経緯および活動内容等は以下の URL にて知ることもできますので、ご高覧頂け

れば幸いです。 

茨城大学工学部技術部 HP URL：https://www.gijutsu.ibaraki.ac.jp/ 

https://www.gijutsu.ibaraki.ac.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年度(第 23回) 

茨城大学工学部技術部研修報告会 

プログラム 



日時 ： 令和 4年 3月 3日 (木)  10:00 ～ 15:20
会場 ： オンライン開催（Microsoft Teams）

研修委員⾧ ： 山口 一成
司 会 ： 井上 和浩
進 行 ： 宮本 和明、井上賢治

開 会 10:00
来 賓 挨 拶 10:00 ～

準 備 10:10 ～ 10:15
技術発表（１） 10:15 ～ 10:35

２０分

休 憩 10:35 ～ 10:45
特 別 講 演 10:45 ～ 11:45

６０分

昼 休 憩 11:45 ～ 13:15

技術発表（２） 13:15 ～ 14:15
6０分

休 憩 14:15 ～ 14:20
技術発表（３） 14:20 ～ 14:50

３０分

技術発表（４） 14:50 ～ 15:20
３０分

閉 会 15:20 研修委員⾧

第23回茨城大学工学部 技術部研修報告会プログラム

茨城大学学⾧
工学部技術部⾧

技術部 情報処理部門 福本 雅樹

エネルギーから見たカーボンニュートラル

原子間力顕微鏡について

機械システム領域 金野 満 教授

機械システム工学実験：オンラインと対面実験の実施報告

技術部 情報処理部門 崎野 純子

依頼加工業務の進め方 ～3つの柱～

技術部 モノづくり部門 土田 正也
工学部に41年と9カ月半

技術部 安全管理部門 水野 孝泰



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特 別 講 演  
 

エネルギーから見たカーボンニュートラル 
 

茨城大学工学部 機械システム領域 

教授  金野 満  
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エネルギーから見たカーボンニュートラル 

工学部機械システム領域 教授 金野 満 

 

 

1.はじめに 

2015 年 12 月に開催された COP21 において「工業化以前から世界平均気温の上昇を 1.5℃以

下にする努力を」とするパリ協定が採択された。これをきっかけに世界的に気候変動に対する意

識が高まり、日本でも 2020 年 10 月に菅前総理によって 2050 年のカーボンニュートラル宣言

がなされ、2021 年 4 月には 2030 年度の温室効果ガス排出量を 2013 年度比で 46％削減するこ

とが決まった。人類の活動起源の温室効果ガスが環境に影響を及ぼし、その変化のスピードが生

態系の緩和速度を上回ることにより、地球上の多様な生物の生存を脅かしていることがその背

景にある。急激な気候変動は我々の生活を不安定にし、早急に対応しなければならない課題であ

ることは間違いない。だが、我々は気候変動以外の現代の文明社会を揺るがしかねない重大な事

実「エネルギーの危機」を見逃している。それは気候変動より早く顕在化し、より深刻な影響を

与えるかもしれない。本講演では、カーボンニュートラル（以下 CN）が持つ本当の意味をエネ

ルギーの観点から考えてみたい。主な論点は以下である。 

 2030 年の温室効果ガス 46％減は今ある技術の延長上で何とかなるが、2050 年の CN は全

く次元が異なる。 

 CN は産業革命からの化石エネルギー文明の終焉を意味する。 

 気候変動だけではなく、2050 年の先を見据えたエネルギー戦略、文明転換が必要である。 

 

2. 日本のエネルギー戦略と課題 

2021 年 10 月に閣議決定された第 6 次エネルギー基本計画では、CN 宣言に合わせる形で温

室効果ガスを 2030 年 46％減、2050 年 CN の実現に向けた計画が示された。2030 年に向けて

は、徹底した省エネによりエネルギー量を抑制することを前提に、再生可能エネルギーの主力

電源化、安全最優先で原子力発電の再稼働が盛り込まれた。再生可能エネルギーや原子力だけ

では電力の需給調整が難しいことから、火力発電も一定量使っていくことを許容した。一方、

2050 年に向けては、「実現が容易ではなく、総力を挙げた取組みが必要」で「非連続的なイノ

 

化石エネ
ルギー

非化石
エネルギー

16.7EJ

2030

水素 アンモ
ニア0.08

再エネ3.88

原子力1.55

5.51 EJ

図１ 日本における一次エネルギー供給の推移と 2030 年の見通し 
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ベーション」により CN を達成するとしている。具体的な技術として、水素やアンモニアの利

用に加えて、CCUS（Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage：CO2 を回収・濃縮して

燃料やコンクリートなどの有用物質に変換、地中等に貯留・固定化する技術）、空気中の CO2

を直接回収する DACCS（Direct Air Carbon dioxide Capture and Storage）、CCS にバイオエネ

ルギー利用に組み合わせた BECCS（BioEnergy with Carbon dioxide Capture and Storage）など

のカーボンネガティブ技術が挙げられている。これらはエネルギー効率、経済性などの点から

実用には遠く、現段階では基礎研究に止まっている。 

図１に日本における一次エネルギー供給の推移と 2030 年の見通しを示す（エネルギー白書

2021 の図をベースに金野が加工）。経済成長とともにエネルギー供給量は増加したが、今世紀

に入って省エネが進展してエネルギー総量は減少の傾向にある。内訳をみると、石油が減少す

る一方原子力が増えたが、2011 年の福島第一原子力発電所の事故以来、原子力エネルギーはほ

ぼゼロになった。これを補う形で石炭、天然ガスが増え、最近は再生可能エネルギーの供給量

が増えている。ただし、今後省エネによりエネルギー需要が減少し、エネルギー基本計画に沿

って再生可能エネルギーや原子力などの非化石エネルギーが増えたとしても、2030 年時点でそ

れらはエネルギー総量の 1／3 にしかならない。2050 年の CN に向けては、更なる省エネルギ

ーを進めるとともに非化石エネルギーを輸入するしかないことがわかる。オーストラリアの褐

炭を原料として CCSを組み合わせて製造した水素やアンモニアなどがその候補であるが、果た

して賄いきれるだろうか。そもそも褐炭は化石エネルギーであり、CCS の成立も見通せない。 

 

3. カーボンニュートラルとは現代文明の否定である 

このような状況は日本だけでなく、

北米や欧州でも同様である。今世紀末

にかけてさらに世界人口が増加する

が、非化石エネルギーだけで養うこと

ができるだろうか。図 2に示すように、

爆発的な人口増加は産業革命が起こっ

た 18 世紀から始まる。人口増加はエネ

ルギー消費の増加と完全に一致してい

るが、これは人口が増えたためにエネルギ

ー消費が増えたのではない。数億年にわたって地球に降り注いだ低密度の太陽エネルギーが蓄

積・高密度化した、使い勝手の良い化石エネルギーを使い始めたことによって産業革命が起き、

食料生産が増産して人口が増えたのである。化石エネルギーの利用を前提に増えた人口を CN

社会は賄えない。現代文明は化石エネルギー文明であり、CN の本当の意味はこれを否定する

ものなのである。気候変動の抑制のためだけに 2050 年の CN を目指しているが、エネルギー

（＝食料）需給の逼迫と国際的なエネルギーの取り合いが生じる危険性を顧みていないように

見える。 

化石エネルギーの残りは少ない。せいぜい 100～150 年であろう。この残された期間に、再生

可能エネルギーだけで社会を維持する文明への転換が求められる。CN 社会とは太陽からのエ

ネルギー供給量とエネルギー消費量がバランスする社会であり、そこへ向かって人口の適正化

を進めることこそが今始めるべき喫緊の課題である。 

図 2 世界人口の推移（国連人口基金） 
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原子間力顕微鏡について 

茨城大学工学部技術部 技術職員 福本雅樹 

 

1．はじめに 

工学部技術部では、機器分析センター日立分室の運営支援を行っている。日立分室では 8 機種

の分析装置を取り扱っており、その中の一つである原子間力顕微鏡（AFM：Atomic Force 

Microscope）は、試料表面の観察用として利用されている。本装置の長所としては、分解能が非

常に高く、環境や材料による制限が少ない、などが挙げられる。その一方で、カンチレバーの取

り扱いに熟練を要し、初見で観察を行うと戸惑うことが多い。本発表では、原子間力顕微鏡で最

も一般的に使用されている方式である AM-AFM（振幅変調-AFM）における基本的な原理と操

作におけるコツ、観察例について報告する。 

 

2．原理と構成 

AM-AFMの構成を図１に示す。AM-AFMは

ダイナミックモード AFM の一種で、ファンデ

ルワールス力による引力相互作用域から試料

表面による斥力相互作用域の範囲で、カンチ

レバーを振動させながら試料表面を走査する

方式である。試料表面に凹凸があると振動振

幅が変化するため、その振幅が一定になるよ

うカンチレバーと試料の距離（Z 軸）をフィー

ドバック制御する。このとき、カンチレバー背

面にレーザーを照射し、反射したレーザーを

検出器（フォトダイオード）で受光すること

で、ある位置（X 軸、Y 軸）における Z 軸の変化量（フィードバック量）が検出され、その結

果を電気的に処理することで、試料表面の形状をモニターに出力する。 

 

3．観察の流れ 

本発表では、㈱島津製作所の

SPM9600 を対象に説明する。観

察の流れは、装置の起動→カンチ

レバーの取り付け→レーザー及

び検出器の位置調整→レバーチ

ューン（パラメータの自動設定）

→試料の取り付け→観察→デー

タ処理の順に行う。特に注意が必

要なのがカンチレバーの取り付けとレーザーの位置調整である。 

カンチレバーの取り付けは、カンチレバーホルダに小さいカンチレバー（1.5mm×2.5mm）

をピンセットで取り付けるため、精細な作業となる(図２，図３)。カンチレバーの探針の長さは

        

図１ AFM 構成図 

   
図２ カンチレバー    図３ カンチレバーホルダ 
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100μm ほどで非常に脆く、落下させると先端が

潰れてしまう。ピンセットで取り付ける際は、取

り付け位置の横に同じ高さの台を用意し、滑らせ

るように取り付けるなど、工夫をすることで安定

する。  

レーザーの位置調整のイメージを図４に示す。

レーザーの位置調整は、探針のみにレーザーが当

たるように調整する必要があるが、ベース部分に

当たっても検出器では反射レーザーを受光して

しまい、適切な位置にレーザーが当たっているか判断が難しい。目視で粗調整を行い、受信レ

ベルゲージを確認しながら垂直位置調整つまみを回して、1/4 回転したときに急激に受信レベ

ルが変化（例：0.1→5→0.1）すれば、探針のみに当たっていると判断できる。また、オプショ

ンの光学顕微鏡を用いることでレーザー位置を拡大しながら調整することができるが、光学顕

微鏡の軸がズレやすく、ズレいていると正しく位置調整ができないので注意が必要である。 

 

4．観察例 

標準試料として用いられる回折格子（格子本数：1000 本/mm、溝深さ：100nm）の観察結果

を図５、図６に示す。正常であれば図５のような格子状の像が観察されるが、カンチレバーに

不良があると図６のような山型な像となる場合がある。 

カンチレバーの不良は、取り付け不備や使用頻度、観察時の汚れによる劣化などが影響し、

交換タイミングを一概に定めることができないため、未知の試料の観察では、事前に標準試料

を用いて「違和感」がないか確認することが有効である。 

 

【参考文献】 

１．走査プローブ顕微鏡－正しい実験とデータ解析のために必要なこと－、重川秀美・吉村雅満・

河津璋、共立出版株式会社 

２．原子間力顕微鏡の発展と最近の動向、一井崇、表面技術 2008 年 59 巻 12 号 p. 806 

   

    図４ 位置調整イメージ 

 

図５ 回折格子（カンチレバー正常）    図６ 回折格子（カンチレバー不良） 
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機械システム工学実験：オンラインと対面実験の実施報告 

技術部 技術専門職員 崎野 純子 

 

 

1.機械システム工学実験の紹介 

機械システム工学科（昼間コース C 班／フレックスコース）では３年次に２輪型移動ロボッ

ト製作実験を行っている。前期（機械システム工学実験）は、ロボット製作のための基礎知識を

７つのテーマに分けて学び、後期（機械システム工学実習Ⅱ）は、ロボット製作を行い、成果発

表としてロボットコンテストを開催している。実験は、1 班に 6～8 名を振り分けて、昼間コー

ス 7 班、フレックスコース 6 班の構成になっている。機械システム工学実験では筆者はライン

トレース走行のプログラム学習テーマを担当しており、実習Ⅱでは、職員全員でロボットの製作

指導にあたっている。実験の目的は、総合的なシステム設計・製作を行い、チームワークでプロ

ジェクトを達成することである。オリジナル機構開発のための能動的な学習、トラブル対策、メ

ンバー間のコミュニケーション能力、工程管理など、社会に出る際に役立ってもらえればと考え

ている。 

 

2.コロナ禍の学生実験 

令和２年度は機械システム工学実験がオンライン、実習Ⅱが対面で開催された。機械システ

ム工学実験は班ごとに各テーマ２回（２週）で行われていたが、オンライン実験では、1 回目実

験を全学生参加でテーマを週替わり開催、２回目実験をそれぞれ班ごとに各テーマを週替わり

開催（対面が必要な実験については夏季休業期間の補講）。令和３年度は機械システム工学実験

と実習Ⅱともに対面実験で開催した。（5/17～31 の非常事態宣言期間はオンライン実験） 

 

3.オンライン実験の進め方 

  機械システム工学実験の「ライントレース走行実験」について説明する。 

  令和２年度は、１回目実験はプログラム作成方法・データ転送方法などをスライド資料と走

行動画にてオンライン上で説明。２回目実験はライントレース走行実験を補講として、夏季休

業期間に行った。オンライン実験と補講の間が 2 か月程あいてしまったため、再説明が必要で

あったこと、中間レポート（１回目実験後に途中までのレポート提出）のコメントが活かされ

コンテストロボット         ロボットコンテスト風景 
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ていないこと、補講が重なって学生のレポート提出が集中してしまった、など色々と問題点が

あった。 

  令和３年度は対面実験で開催された。オンライン実験用に作成したスライドと実際のロボッ

トを使用した実験と組み合わせて進めることができたため、理解度を上げることができた。 

 

4.コロナ禍の対面実験準備（主に教室） 

  機械システム工学実験のライントレース走行実験では、スピーカーをテーブルに設置して、

離れていても音声が届くように工夫をした。 

  実習Ⅱでは、全ての学生（令和３年度 昼間コース：51 名／フレックスコース：35 名）でロ

ボット製作にあたるので、３密回避の対策として、班ごとに複数の教室に分散して作業をおこ

なった。 

 

 

5.今後のオンライン実験 

 コロナ禍で突然のオンライン実験に変更になった準備不足の状態を反省し、今後オンライン実

験が導入された場合のために、実験説明スライドに音声を組み込んでいる。 

皆様からも、このように学生実験をおこなったらよいのではないか、というご意見をいただけ

ましたら幸いです。 

最後に、機械システム工学実験・実習Ⅱを担当されていらっしゃる教員の方々、技術部の水野

孝泰様、山本武幸様、神永尚哉様、さらに教材用にライントレースロボット作成いただきました

黒崎亘様に心より御礼申し上げます。 

  コロナ禍以前の実験Ⅱ         令和３年度実習Ⅱ（３密対策） 

    機械システム工学実験 ライントレース走行実験教室（スピーカー配置） 
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 技 術 発 表 (3)  
 

依頼加工業務の進め方～3つの柱～ 
 

工学部技術部 モノづくり部門 

土田 正也 
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依頼加工業務の進め方 

～ 3 つの柱 ～ 

茨城大学工学部技術部モノづくり部門 技術職員 土田正也 

 

1.はじめに 

茨城大学工学部技術部モノづくり部門員として私が担当する業務の中でも大きな割合を締め

る業務がある。それは依頼加工業務である。依頼加工業務を行う主な場所は茨城大学工学部 S5

棟ものづくり教育研究支援ラボ（以下、ものラボ）である。 

依頼加工業務（加工とは主に切削加工）とは教員や学生などから研究に必要な部品等の加工を

依頼され行うことである。 

私は依頼時に必ず依頼主との打ち合わせを行う。依頼主からの依頼内容（加工）をそのまま行

う事もあるが半数以上こちらかの提案で図面等を修正し加工を行う。提案の際に意識している 3

つの事柄がある。 

それは、質・費用・時間。今回は質・費用・時間をどのように意識し、作業（大前提として安

全に作業できることが条件）を進めていくのか紹介する。 

 

2. 依頼加工業務の流れ 

 ・依頼主からメールにて連絡 

 ・担当者の割振り 

 ・打合せ 

 ・図面作成 

 ・必要物品の選定 

 ・加工（主に切削加工） 

 ・検査、調整、仕上げ 

 ・引渡し 

 上記のような流れで依頼加工は進む。 

 

3.3 つの柱、質・費用・時間  

加工依頼業務で質・費用・時間とは何を意味するのか。 

質とは精度。 

費用とは材料や工具等の実質かかる金額。 

時間とは完成するまでの工期。 

質、時間、費用はそれぞれものを生産するにあたりかかる生産費、原価につながる。 

質は高ければ高いほど良い、費用は安ければ安い方が良い、時間は早ければ早いほど良い、

と多くの依頼主は考えていると思う。ただそれぞれを求めると矛盾が生じる。 

そこで依頼主との打合せで使用方法や実験環境などを聞き必要とされる加工を選別すること

で 3 つの柱のバランスを保つ事を意識している。どのように意識しているか事例を参考に紹介

する。 
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4.事例 

 今回の事例は試験片を乗せる部品の製作依頼である。この依頼は 4 ピースからなる部品を組上

げて使用するためすべての部品加工を依頼された。その一つを紹介する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 が依頼時の図になり図 2、3 がその完成図になる。依頼時と形状が違う事がわかる。具体的

には溝加工を 60°位相の 6 か所から 120°位相の 3 か所に。理由としては 3 か所の溝はキー溝と

しての用途だが、実験装置にはキーが 120°位相の 3 か所にしか設置されていないためだ。また

裏（図 3）の加工は図面上溝を必要とするものだが、溝用途の必要性がないと判断し面だし加工と

最小限とすることで工程数を減らし、治具の製作を必要としない加工に変更した。溝の加工は NC

加工機（マシニングセンタ）で行い、加工中は他の部品を加工することで効率を上げた。さらに

は依頼時点では被削材がステンレス（SUS303）とのことであったが、変更しアルミ（A5052）に

することで材料費を抑え、さらに被削性を良くし加工時間短縮と工具寿命の延長を図った。 

また、依頼加工業務に備え加工専用の自作ワゴン（図 4）を製作し工具準備や交換にかかる移動

時間の短縮、効率化を図り、加工時に使用する正直台（図 5）の数や整備を行い様々な被削材の大

きさに対応できるよう改善を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.まとめ 

 依頼加工業務での提案や加工方法など知識と経験が必要とされ、私は未熟ではあるが依頼加工

業務での 3 つの柱を意識、工夫することによって依頼主の満足度を上げ作業者の負担を軽減する

ことができるのではないかと考える。 

 

図 1 依頼図面 図 2 完成外観（表） 図 3 完成外観（裏） 

図 4 自作ワゴン 図 5 正直台 
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 技 術 発 表 (4) 
 

工学部に『41年と 9カ月半』 
 

工学部技術部 安全管理部門 

水野 孝泰 
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工学部に『 41年と9カ月半 』 

茨城大学工学部技術部 技術専門員 水野 孝泰 

 

1. 自身の略歴と学科の変遷 

1980 年 茨城大学工学部 精密工学科 採用 

1990 年 システム工学科 発足 

2001 年 技術部 創設 

2005 年 知能システム工学科 発足 

2006 年 作業環境測定を開始 

2011 年 東日本大震災とキャンパス復旧作業 

2015 年 安全管理部門 部門長 

2018 年 機械システム工学科 発足 

2021 年 コロナ禍 リモート授業やテレワークの導入 

2022 年 退職 

 

2. 研究室・学生実験とのかかわり 

〇 永井 常男 先生、出羽 宏視 先生、保延 先生 

光弾性研究室(エポキシ樹脂試験片において応力凍結法による応力解析法) 

・片持ち梁応力変化の実験 

・引張試験 

・測定投影機の使用法 

・マイクロメータ・ブロックゲージの測定法 

〇 佐々木 豊 先生 

・光ファイバーにおける信号受信効率の実験(光学テーブル上での光軸合わせ) 

〇 城 道介 先生 

・IBMPC の使用法とブラインドタッチ習得法 

〇 鈴木 秀人先生 

・材料試験(引張試験・ブリネル・ビッカース固さ試験) 

〇 堤 泰行 先生 

・燃料電池作成 

   〇 馬 書根 先生 

・蛇型ロボット制作シミュレーションと社会における役割 

〇 近藤 久 先生 

・電気基礎実験(竹内先生より引き継ぎ) 

・センサーロボットのシャーシ作成 学生実験 
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3. 技術部での業務 

[安全管理部門] 

① 作業環境測定（前期・後期） 

② 局所排気装置(ドラフトチャンバー)の法定点検と整備業務 

③ 薬品管理業務（登録と配達） 

  

[2011 年東日本大震災] 

キャンパス復旧業務 翌 2012 年技術研修発表会で特別企画として詳細を発表 

 

4. 作業環境測定業務と薬品管理業務を通しての化学分野との接触 

① 部門業務としての薬品管理業務と、作業環境測定の濾紙溶かし業務や分析業務を補佐す

るなかで、多品種少量(産業用と比較して)の薬品と触れる。大変近い距離の研究室での

事故や薬品に起因する小火など業務の中での危険は紙一重のなかで幸いにも我々の業務

中での薬品事故などは大きい規模のものは未だ経験しないでいる。 

② 例えば、作業環境測定業務の内工学部で現在濾紙溶かし業務と分析業務の一部を担当し

ているが、その中で「王水」と呼ばれる強酸性の混酸を用いる。これは、素手で触れた

り目の粘膜を擦るなどすると、対処を誤ると皮膚の強い炎症や失明にまでつながる強酸

である。もちろん保護具が必須の作業となる。この事は、自分自身も部門を預かったす

ぐに事象を甘く見たため、大変痛い想い出がある。 

③ 次に、局所排気装置(ドラフトチャンバー)の法定点検とその整備作業であるが、業務を

行う季節が前期作業環境測定と後期作業環境測定の間となり、自ずと 8 月の真夏の高温

と日射の中での作業となる。こちらも、メンテナンスをする対象が、薬品を日常に多量

に扱う研究室が多いので、自ずと上記の薬品への暴露や場所によっては感電などへの注

意も必須となってくる。 

④ 薬品管理業務での留意点であるが、配達や極寒季節の横殴りの雨の中での配達などかな

り過酷な環境において登録と配達を間違いなく毎回簡潔することは至難と言える。 

工学部には 200 名を超える先生方が所属しており同姓の先生が複数あるため、貴重希少

の上高額な薬品の届け先を間違えるというわけにはいかないので、毎回のように会計の

担当に連絡をとりながら誤配の無い様に、しかも落下事故などの無い様に慎重に配達を

しなくてはならない。 

  

と言った、なかなかの現場作業が求められる業務を部門スタッフが天候などの状況を判断し、

キャリアのある職員からのアドバイスが機能している事。納品、登録、配達の作業分担を職

員間で密な連携をとって作業分担を短時間で終了できるまで導いているが、スタッフの人数

が減り続けるなか未来が見えるかどうかと言うとサンプリング薬種が増えている事などが影

響してマンパワーがひっ迫することは必至と言わざるを得ない。 
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令和 3年度 支援授業(実験･実習等)一覧 

 

開講学部学科等 授業科目名 開講区分 担当 

工学部 機械システム工学科 機械システム工学実験（C班） 前期 4名 

機械システム工学実習Ⅰ(A班・B班) 後期 4名 

機械システム工学実習Ⅱ(A班・B班) 前期 4名 

機械システム工学実習Ⅱ(C 班) 後期 4名 

工学部 機械システム工学科 

(フレックスコース) 

機械システム工学実験 前期 4名 

機械システム工学実習Ⅱ 後期 4名 

工学部 電気電子システム工学科 電気電子工学実験Ⅰ 後期 2名 

電気電子工学実験Ⅱ 前期 2名 

電気電子工学実験Ⅲ 後期 1名 

工学部 (旧)メディア通信工学科 メディア通信工学実験Ⅲ 後期 1名 

工学部 物質科学工学科 物質科学基礎実験Ⅰ 前期 1名 

物質科学基礎実験Ⅱ 後期 1名 

応用科学実験Ⅰ 前期 1名 

応用科学実験Ⅱ 後期 1名 

マテリアルデザイン 前期 4名 

材料工学実験 後期 1名 

工学部 情報工学科 情報工学実験 後期 5名 

工学部 都市システム工学科 測量学実習 前期 4名 

都市システム工学実験Ⅰ 前期 1名 

都市システム工学実験Ⅱ 後期 2名 

 

 



茨城大学工学部技術部の経緯 

 

年 月 日 経  緯 

平成 3 年 
工学部技術職員問題検討委員会発足 

構成：工学部長、教官層(3 名)、技官層(3 名)、事務官層(3 名) 

平成 8 年 

・工学部技術部発足 

構成：第一技術系(14 名)、第二技術系(14 名)、第三技術系(9 名) 

・工学部技術部運営委員会発足 

構成：技術部長(工学部長)、教官(7 名)、技官(9 名)、工学部事務長 

平成 10 年 

・工学部技術専門官、技術専門職員選考基準制定 

・工学部技術職員研修実施要領制定 

・技術部研修委員会設置(技術部研修会の企画、運営および技術発表報告集の編集) 

構成：技術専門官、各技術系より 2 名 

平成 11 年 茨城大学技術職員研修実施要領制定 

平成 12 年 

・技術部組織の一部変更 

構成：第一技術系(12 名)、第二技術系(6 名)、第三技術系(9 名)、第四技術系(6 名)、 

総合情報処理センタ(1 名) 

・技術部研修委員会構成の変更 

構成：第一技術系(2 名)、第二技術系(1 名)、第三技術系(2 名)、第四技術系(1 名) 

平成 17 年 

・工学部技術部再編 

構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(7 名)、先任技術専門職員(2 名)、 

技術職員(17 名) 

平成 20 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(6 名)、技術職員(17 名)、 

技術支援推進員(5 名) 

平成 22 年 
・工学部技術部再編 

構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(5 名)、技術職員(12 名)、技術支援推進員(4 名) 

平成 23 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(5 名)、技術職員(13 名)、 

技術支援推進員(5 名) 

平成 24 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(5 名)、技術職員(12 名)、 

技術支援推進員(3 名) 

平成 25 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(5 名)、先任技術専門職員(兼任 2 名)、 

技術職員(11 名)、事務支援室シニアスタッフ(2 名) 

平成 26 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(5 名)、先任技術専門職員(兼任 2 名)、 

技術職員(12 名)、事務支援室シニアスタッフ(4 名) 

平成 27 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(6 名)、先任技術専門職員(兼任 2 名)、 

技術職員(11 名)、事務支援室シニアスタッフ(5 名) 

平成 28 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(6 名)、先任技術専門職員(兼任 2 名)、 

技術職員(10 名)、事務支援室シニアスタッフ(4 名) 

 



平成 29 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(6 名)、先任技術専門職員(兼任 2 名)、 

技術職員(10 名)、事務支援室シニアスタッフ(3 名) 

平成 30 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(6 名)、機器分析部門維持・管理（兼任１名）、 

技術職員(9 名)、技術支援推進員(3 名) 

令和 1 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(6 名)、機器分析部門維持・管理（兼任１名）、 

技術職員(9 名)、技術支援推進員(2 名) 

令和 2 年 
構成：総括技術長(1 名)、技術長(3 名)、班長(6 名)、機器分析部門維持・管理（兼任１名）、 

技術職員(10 名)、技術支援推進員(1 名) 

 

 

 



技術部の組織構成 

 

部 門 班 業 務 

安全管理部門 

測定・分析班 

作業環境測定分野における分析解析に係る技術

支援業務、技術開発、薬品管理業務及び教育研

究支援業務 

安全・衛生班 

作業環境の調査解析・安全点検・指導における技

術支援業務、建物の維持管理支援業務及び教育

研究支援業務 

モノづくり部門 

機械・材料班 

ものづくり教育研究支援ラボの技術支援業務、技

術開発、各種設計制作機器の維持管理及び教育

研究支援業務 

電気・電子班 

電気電子回路の設計・制作分野における技術開

発、技術支援業務、電子機器等の維持管理及び

教育研究支援業務 

情報処理部門 

維持・管理班 

ネットワークコンピューターシステムの維持管理及

び教育研究設備の運用管理における技術支援業

務並びに教育研究支援業務 

情報・広報班 

情報処理分野における技術情報の収集、技術支

援業務、研修・広報に係る支援業務及び教育研究

支援業務 

技術支援推進員 

薬品管理補助 

作業環境測定作業補助 

構内安全パトロール作業補助 

構内環境保全業務 

技術部各部門業務補助 

技術職員に対する技術の伝承・継承・指導 

 

 



総括技術長

（技術専門員）

伊佐治 進

安全管理部門

技術長（技術専門員）

水野 孝泰

測定・分析班

班長（技術専門職員）

金澤 浩明

塩澤 悠太（技術職員）

黒田 彰男（技術専門職員）

安全・衛生班

班長（技術専門職員）

井上 和浩

木村 亨（技術専門職員）

神永 尚哉（技術職員）

モノづくり部門

技術長（技術専門員）

佐久間 隆昭

機械･材料班

班長（技術専門職員）

小松 護

土田 正也（技術職員）

電気・電子班

班長（技術専門職員）

山口 一成

黒崎 亘（技術専門職員）

情報処理部門

技術長（技術専門員）

山本 武幸

維持・管理班

班長（技術専門職員）

崎野 純子

藤田 義人（技術専門職員）

福本 雅樹（技術職員）

情報・広報班

班長（技術専門職員）

荒川 真

宮本 和明（技術職員）

井上 賢治（技術職員）

機器分析部門

維持・管理担当（日立・東海）

山本 武幸

技術支援推進員

環境分析担当（技術専門職員）

佐藤 義典

技術部長

（工学部長）

増澤 徹

2021年度
工学部技術部
組織図



茨城大学工学部技術部研修報告会（特別講演）一覧 

 

年 度 題  目 所 属 等 講 演 者 

令和 3年度 エネルギーから見たカーボンニュートラル 機械システム領域 教授 金野 満 

令和 2年度 大学での感染予防 保健管理センター 教授 渡邊 雅彦 

コロナ禍における材料系ものづくり教育プログラム 物質科学工学科 准教授 田代 優 

平成 30年度 南太平洋島嶼国を対象としたドローン計測の立ち

上げと今後の展開 

広域水圏環境科学教育研究セ

ンター 教授 

桑原 祐史 

平成 29年度 ソフトウェア脆弱性とセキュアコーディング IT基盤センター 准教授 大瀧 保広 

平成 28年度 タンパク質とタンパク質工学 生体分子機能工学科 教授 木村 成伸 

平成 27年度 材料系ものづくり教育プログラムの開発 マテリアル工学科 講師 田代 優 

平成 26年度 精密加工の基礎と応用 知能システム工学科 教授 周 立波 

平成 25年度 有機溶剤のリスク・粉じんのリスク 生体分子機能工学科 教授 久保田 俊夫 

平成 24年度 プロの技術スタッフ 前技術部長（教授） 友田 陽 

平成 23年度 茨城大学東日本大震災調査団に参加して 都市システム工学科 教授 横木 裕宗 

放射線による遺伝子損傷とその修復機構 理学部 生物科学コース 教授 田内 広 

平成 22年度 光合成 - 植物の戦略 生体分子機能工学科 教授 小野 高明 

コンピュータシミュレーションとモデリング 

～機能指向からオブジェクト指向へ～ 

知能システム工学科 准教授 坪井 一洋 

平成 21年度 人の健康状態を工学的に評価してみよう 理事・副学長 白石 昌武 

ソフトウェアが自動機械であることを実感できる子

供向けプログラミング言語 

情報工学科 教授 鎌田 賢 

平成 20年度 人類と原子力エネルギーを共生するために 

-放射性廃棄物をどのように処分するか- 

都市システム工学科 准教授 小峯 秀雄 

認証コード及びハイブリッド暗号の最前線 情報工学科 教授 黒澤 馨 

平成 19年度 ICAS設立の経緯と活動 都市システム工学科 教授 安原 一哉 

パルス中性子回折法と茨城県材料構造解析装置

について 

フロンティア応用原子科学研究

センター設立準備室 教授  

石垣 徹 

J-PARCにおける中性子回折装置の建設と構造生

物学への展望 

生体分子機能工学科 准教授 田中 伊知朗 

平成 18年度 生き物の潜在能力と周波数 7Hz弱磁界利用技術 電気電子工学科 教授 小林 正典 

クロマトグラフィーに魅せられて－保持機構の解明

について 

生体分子機能工学科 教授 内藤 久仁茂 

平成 17年度 電子情報デバイスの高性能化を目的とした材料科

学的研究 

マテリアル工学科 教授 大貫 仁 

情報ストレージ技術の進歩 メディア通信工学科 教授 杉田 龍二 

平成 16年度 教育 IT化と大学改革 情報処理センター長 教授 小澤 哲 

ライフサポートサイエンス：人工心臓 機械工学科 教授 増澤 徹 

平成 15年度 超流通とコンテンツ ID 情報工学科 講師 大瀧 保広 

移動ロボットの機構と制御 システム工学科 助教授 青島 伸一 



年 度 題  目 所 属 等 講 演 者 

平成 14年度 アメリカとカナダの州立大学の技術職員及び技術

支援体制-調査結果，企業組織，経営組織論から

みた大学の技術支援のあり方- 

岩手大学農学部 技術専門職

員  

吉田 純 

GISについて 都市システム工学科 講師 桑原 祐史 

どのような大学を創りたいのか！ 茨城大学 事務局長 小村 久米夫 

平成 13年度 静電気 - こんなところにも 電気電子工学科 教授 竹内 学 

数学の社会性について 理学部 数理科学科 助教授 玉城 和宏 

平成 12年度 身の回りの環境ホルモン 物質工学科 助教授 久保田 俊夫 

プラズマの作り方と使い方 電気電子工学科 教授 真瀬 寛 

平成 11年度 安全管理-薬品の取り扱いについて- 物質工学科 教授 内藤 久仁茂 

磁気浮上制御とセルフセンシング 機械工学科 助手  松田 健一 

平成 10年度 特許の話 茨城大学共同開発センター 

客員教授 (日立製作所 日立

工場副技師長) 

金子 了一 

 



茨城大学工学部技術部研修報告会（技術発表）一覧 

 

No. 題目 所属等 発表者 

令和 3 年度（第 23 回） 

1 原子間力顕微鏡について 情報処理部門 福本 雅樹 

2 機械システム工学実験：オンラインと対面実験の実施報告 情報処理部門 崎野 純子 

3 依頼加工業務の進め方 ～3 つの柱～ モノづくり部門 土田 正也 

4 工学部に『41 年と 9 カ月半』 安全管理部門 水野 孝泰 

令和 2 年度（第 22 回） 

1 危険体感教育による局所排気装置の安全使用に向けた教育教材の開

発 

モノづくり部門 金澤 浩明 

2 業務用 PC選考のための考察 安全管理部門 黒田 彰男 

平成 30 年度（第 21 回） 

1 事業場衛生管理者業務と技術部安全管理業務に従事して 安全管理部門 金澤 浩明 

2 ものづくり体験「UV レジン工作」のこれまでの流れ 情報処理部門 崎野 純子 

3 ものづくり教育研究支援ラボライセンス講習会について モノづくり部門 佐久間 隆昭 

4 夏休み理科工作教室開催におけるリスク管理について モノづくり部門 小松 護 

5 科研費採択課題 『見える化』安全教育の教材開発と評価 モノづくり部門 山口 一成 

実機展示 

1 モノづくり体験 理科工作テーマ製作物  各担当者 

2 局所排気装置定期自主検査ならびにメンテナンス 安全管理部門 金澤 浩明 

3 作業環境測定（サンプリング）使用機器展示 安全管理部門 

安全管理部門 

安全管理部門 

機器分析センター 

井上 和浩 

神永 尚哉 

塩澤 悠太 

塙 浩之 

平成 29 年度（第 20 回） 

1 定年退職を迎えて -40 年 8カ月の業務内容- 安全管理部門 佐藤 義典 

2 電子工作による技術支援事例の紹介 ――開発と修理―― 情報処理部門 井上 賢治 

3 測量学実習における技術職員の取り組み 情報処理部門 伊佐治 進 

4 工学部の薬品受入業務について 安全管理部門 黒田 彰男 

5 ネットワーク機器死活管理システムの構築と運用 情報処理部門 宮本 和明 

ポスター発表 

1 モノづくり体験 UV レジンでイニシャルキーホルダーを作ろう 情報処理部門 崎野 純子 

2 子供向け科学イベント出展 回り続けるコマ 情報処理部門 藤田 義人 

3 危険物保管庫の安全対策 安全管理部門 井上 和浩 

4 旋削チップと NC旋盤 モノづくり部門 山口 一成 

5 ICT機器の管理,運用 情報処理部門 荒川 真 

    



No. 題目 所属等 発表者 

平成 28 年度（第 19 回） 

1 ものづくりイベントの変遷 モノづくり部門 小松 護 

2 競技車両用ギヤボックスの製作について モノづくり部門 土田 正也 

3 HA クラスタシステム(web server)の構築と運用 情報処理部門 荒川 真 

4 安全パトロール指摘事項からみる「ものづくり教育研究支援ラボ」の安

全対策 

モノづくり部門 佐久間 隆昭 

平成 27 年度（第 18 回） 

1 一般廃棄物から製造される溶融スラグの有効利用技術について  木村 亨 

2 教育学部技術教育における支援および指導について 教育学部 小祝 達朗 

3 粉末 X 線回折 機器分析センター 大堀 祐輔 

4 廃液および廃棄品の処理業務  井上 和浩 

5 ライントレーサーロボットの製作 -知能システム工学実験 I・II支援-  神永 尚哉 

山本 武幸 

崎野 純子 

平成 26 年度（第 17 回） 

1 勤続 37 年を振り返って  関根 正美 

2 施設見学 J-PARC(大強度陽子加速器施設)見学 

施設見学報告 

 山本 武幸 

3 大学における作業環境測定の現状と今後の展望について  塩澤 悠太 

4 微小テクスチャ金型の開発とその応用  山本 武幸 

5 LabVIEWを用いた鋼板厚さの非接触測定システムの構築  藤田 義人 

平成 25 年度（第 16 回） 

1 大学に見る安全意識  武田 誠 

2 ミュンヘン工科大学自動車研究所での調査と BWM 社工場見学  水野 孝泰 

3 旋盤のメンテナンス  小松 護 

山口 一成 

4 チャレンジ！「ものづくりのまちコマ大戦」  黒崎 亘 

小松 護 

5 福島県における放射性物質サンプリング～これまでとこれから～  出水 宏幸 

6 局所排気装置等定期自主検査ならびにメンテナンス業務に関する技

術支援について 

 金澤 浩明 

平成 24 年度（第 15 回） 

1 労働安全衛生に対する技術職員の課題と展望  関根 守 

2 情報処理部門業務報告  崎野 純子 

3 モノづくり部門業務報告  出水 宏幸 

4 安全管理部門業務報告  塩澤 悠太 

    



No. 題目 所属等 発表者 

平成 23 年度（第 14 回） 

1 農学部技術職員の業務と野菜園芸部門における取組 農学部附属 FS セン

ター 

高田 圭太 

2 FS センターに飛来する野鳥の種類 

-果樹園での自然共生型の鳥害対策を目指して- 

農学部 高橋 是成 

3 特別企画！東日本大震災からの復旧・復興 

｢日立キャンパスにおける技術部支援｣ 

  

1．被害状況とその復旧・復興へ向けた技術部支援業務  佐久間 隆昭 

2．震災後の電気復旧支援  黒崎 亘 

4 原発事故に伴う放射線量および放射性微粒子の計測業務  

 

佐藤 義典 

金澤 浩明 

5 本学の労働安全衛生に関する課題 機器分析センター 

 

機器分析センター 

塙 浩之 

武田 誠 

関根 守 

6 ファイアーウォールシステムについて IT基盤センター 作山 幸恵 

7 海外研究報告 ｢ケンブリッジ大学における労働安全衛生｣  

 

出水 宏幸 

宮本 和明 

平成 22 年度（第 13 回） 

1 海外研修報告 ｢地球温暖化問題に直面するツバルの視察｣  伊佐治 進 

黒崎 亘 

2 ものづくりラボ実習支援  小松 護 

山口 一成 

3 マテリアル工学実験支援  佐藤 英男 

武田 誠 

4 電気電子工学実験支援  関根 正美 

5 メディア通信工学実験支援  飛田 実 

荒川 真 

6 過励磁効果を利用したヒステリシス電動機の高効率運転  久保田 朋次 

7 本学における鉱物性粉塵の作業環境測定について  関根 守 

8 微生物を用いた排水処理方法の概要  佐藤 義典 

    

    

    

    

    

    

    

    

    



No. 題目 所属等 発表者 

平成 21 年度（第 12 回） 

1 海外研修報告  木村 亨 

2 ｢安全管理・技術職員の取り組み｣ 

-作業環境測定・局所排気装置点検・保守- 

 武田 誠 

関根 守 

3 超塑性工学研究センターの概要  佐久間 隆昭 

4 子供ラジオ作りチャレンジ教室支援  久保田 朋次 

5 知能システム学生実験  水野 孝泰 

山本 武幸 

6 茨城大学キャンパス情報ネットワークシステム  寺門 純一 

ポスター発表 

1 風洞実験棟(茨城大学工学部) ～設備の概要と｢実験｣の紹介～  立川 力 

2 ICP 発光分析法による金属元素の定量  関根 正美 

3 卒業研究で電子回路を制作するための技術支援  飛田 実 

4 Si ウエハのレーザダイシングに関する研究 

-ピコ秒パルスレーザによる液中加工の検討- 

 山本 武幸 

平成 20 年度（第 11 回） 

1 海外研修報告  

工学部 総務係 

金澤 浩明 

後藤 裕之 

2 実験実習技術研究会参加報告  山口 一成 

黒田 彰男 

3 作業環境測定新たな取り組み 機器分析センター 

機器分析センター 

関根 守 

塙 浩之 

森口 定明 

武田 誠 

4 学生実験支援業務 (生体分子機能工学科)  佐藤 義典 

井上 和浩 

5 学生実験支援業務 (情報工学科)  谷川 邦夫 

飛田 実 

遠藤 令子 

荒川 真 

6 学生実験支援業務 (知能システム工学科)  山本 武幸 

水野 孝泰 

黒田 彰男 

7 学生実験支援業務 (都市システム工学科)  田名部 菊次郎 

伊佐治 進 

金澤 浩明 

木村 亨 

8 センターの端末を使って  谷川邦夫 

    



No. 題目 所属等 発表者 

平成 19 年度（第 10 回） 

1 キレート試薬を溶離剤として用いる陰イオン交換クロマトグラフィ  森口 定明 

2 Characteristics of hysteresis motor using the rotor with skewed slit  久保田 朋次 

3 茨城大学における作業環境測定の取り組み 機器分析センター 

機器分析センター 

関根 守 

塙 浩之 

武田 誠 

井上 和浩 

関根 正美 

4 技術部における継続雇用職員  益子 一郎 

5 海外研修 ｢オーストラリア・ディーキン大学視察報告｣  関根 正美 

武田 誠 

6 エコパワー競技大会参加車両について  黒田 彰男 

小松 護 

佐久間 隆昭 

山口 一成 

神永 尚哉 

7 ものづくり体験・理科工作教室の試み  谷川 邦夫 

小松 護 

久保田 朋次 

佐藤 英男 

平成 18 年度（第 9 回） 

1 海外研修 ｢ワシントン大学・カルフォルニア大学視察報告｣ マテリアル工学科 

IT基盤センター 

佐藤 英男 

大森 芳史 

2 作業環境と職場の安全 (作業環境測定からみえるもの) マテリアル工学科 武田 誠 

3 CFRP ロッドと鉄筋を併用したコンクリートばりの長期暴露試験結果 都市システム工学科 木村 亨 

4 エコパワー競技大会参加車両について 知能システム工学科 

実習工場 

機械工学科 

機械工学科 

黒田 彰男 

小松 護 

佐久間 隆昭 

山口 一成 

5 ある日のネットワーク流量 情報工学科 荒川 真 

6 もの作り体験・理科工作教室の試み 電気電子工学科 

情報工学科 

金子 富士男 

谷川 邦夫 

    

    

    

    

    

    

    



No. 題目 所属等 発表者 

平成 17 年度（第 8 回） 

1 海外研修 ｢シドニー大学電気通信工学科におけるネットワークと計算

機利用教育環境について｣ 

総合情報処理センター 

電気電子工学科 

大内 俊美 

久保田 朋次 

2 工学実験における電気工事実習の導入 福島工業高等専門

学校 

安藤 守 

3 茨城大学認証統合について 総合情報処理センター 大森 芳史 

4 建設構造物のダメージ検知とセンサー 都市システム工学科 田名部 菊次郎 

5 流れの可視化技術 機械工学科 立川 力 

平成 16 年度（第 7 回） 

1 海外研修 ｢UMIST の技術職員技術支援について｣ メディア通信工学科 

情報工学科 

冨田 安志 

谷川 邦夫 

2 情報工学科 30 年 -社会いの変化と学生意識- 情報工学科 遠藤 令子 

3 光弾性実験における試験片加工と写真撮影 システム工学科 水野 孝泰 

4 異なる活性泥濃度での硝化率の違いに対する処理特性 物質工学科 佐藤 義典 

5 X 線について 電気電子工学科 金子 冨士男 

平成 15 年度（第 6 回） 

1 ディーゼルエンジンの基本性能 機械工学科 山口 一成 

2 たたら製鉄 操業実験 物質工学科 佐藤 英男 

3 JISに基づく製図法 システム工学科 山本 武幸 

4 走査型トンネル顕微鏡の基本構造について システム工学科 黒田 彰男 

5 トリフルオロメチル基を有するピリド[2,3-d]ピリミジン 物質工学科 井上 和浩 

6 有機微量元素分析 機器分析センター 塙 浩之 

平成 14 年度（第 5 回） 

1 立体視への招待 ｢身近になったコンピュータによる画像処理｣ システム工学科 西野 三郎 

2 より良い ｢ものづくり｣ をするために 機械工学科 佐久間 隆昭 

3 教育学部技術教育における金属加工および機械の実習について 教育学部 総務係 安蔵 博 

4 情報工学科教育用電子計算機の変遷 情報工学科 寺門 純一 

5 学生物理学実験全般について 共通講座 伊多波 正徳 

平成 13 年度（第 4 回） 

1 流れの可視化技術 レーザーライトシート法 機械工学科 立川 力 

2 高圧不活性ガス中での ZnSe 融液成長 電気電子工学科 関根 正美 

3 放射性同位元素取扱施設の管理 農学部 放射性同位

元素研究室 

藤田 裕一 

4 技官生活 30 余年 -教育研究支援との関わり- 電気電子工学科 菅谷 政宏 

    

    

    



No. 題目 所属等 発表者 

平成 12 年度（第 3 回） 

1 鉄鋼材料の顕微鏡組織観察 物質工学科 加賀山 実 

2 大震災と建設構造物の補強と補強工法について 都市システム工学科 田名部 菊次郎 

3 Fe-Cr-Co 磁石を用いたヒステリシス電動機 電気電子工学科 久保田 朋次 

4 SHプログラミング その 1 SH-1 アセンブラ 情報工学科 谷川 邦夫 

5 技術支援業務の変遷 物質工学科 武田 誠 

平成 11 年度（第 2 回） 

1 熱流体における測定技術 機械工学科 益子 一郎 

2 ポリエチレングリコール 6000 を用いる 気 - 液 - 固クロマトグラフィー 物質工学科 森口 定明 

3 メディア通信工学実験 III  -アナログフィルタの設計と試作- メディア通信工学科 冨田 安志 

4 茨城県北部海岸の海岸崖浸食の実態と対策 都市システム工学科 

都市システム工学科 

金澤 浩明 

伊佐治 進 

5 茨城大学機器分析センターについて 機器分析センター 

機器分析センター 

関根 守 

塙 浩之 

6 回分式活性汚泥法での水素供与体の添加による高効率脱窒 物質工学科 佐藤 義典 

7 ばらつきのあるデータの扱い方 機械工学科 宮崎 康美 

平成 10 年度（第 1 回） 

1 土中波速測定装置の試作 (その１) 都市システム工学科 木村 亨 

2 情報工学科学生実験の変遷 情報工学科 飛田 実 

3 新キャンパスネットワークについて メディア通信工学科 

総合情報処理センター 

綿引 猛 

大内 俊美 

4 気流の可視化技術報告 第一報｢油膜法｣ 機械工学科 立川 力 

5 電子写真二成分現像剤のトナー飛散測定装置の試作 電気電子工学科 金子 冨士男 

6 アーク放電によるフラーレン合成の高収率化 電気電子工学科 田辺 利夫 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 



編集後記 

 

令和3年度の技術部各種行事もお陰様で無事終了となりました。コロナ禍が続く中、イベント各

種においても中止をせざるを得ないものが多々あり、例年開催している技術部研修報告会におい

ても学内向けオンライン開催となりました。 

本報告集は主に令和4年3月に実施した第23回茨城大学工学部技術部研修報告会での発表内

容を纏めたものになります。皆様方の今後の活動に本報告集をご活用いただければ幸甚です。 

最後となりますが、技術部研修報告会での特別講演を快く引き受けて頂きました機械システム工

学領域の金野満先生、並びに口頭発表を引き受けて下さりました技術部の皆様へ厚く御礼申し上

げます。また本報告集の発刊にご協力下さりました関係スタッフの皆様に心より感謝し申し上げま

す。 
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